
 

  

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表紙の愛くるしいトガリネズミさん。 

電話で何のお話してると思う？ 

ちいさなトガリネズミさんは、空港の両替所で人

間といっしょに働き、アパートでひとり暮らしを

しています。 

毎日決まったルーティンをこつこつこなし、日々

を丁寧に暮らすトガリネズミの様子がイラスト

をまじえて淡々と描かれています。 

水彩と木炭で描かれた絵は美しく、トガリネズミ

さんは愛らしく、なんとも静謐な雰囲気に包まれ

た世界。冬読むのにぴったりの本です。 

ぼくは畠山則安、小学３年生。自慢は毎日日記を

つけていること。人に見せるものじゃないから、

いいことばかりじゃなく失敗や間違いなども書き

なさいという先生の言葉を守っていた。ところが、

お母さんがこっそり日記を読んでいたんだ！ 

それならば、ぼくにだって考えがある！ 

めちゃくちゃな内容の「あしたの日記」を書いて、

お母さんをぎゃふんといわせてやろう。 

 いっひっひ…。どんな日記になったと思う？ 

ちょっと歩こう…。 

谷口氏の身の回りにある、ちょっとした出来事

や心情が優しい筆致で丁寧に描かれる短編集。 

昔は町にこんな人がいたなぁとか、これは自分

も子どものころやっていたなぁとか。 

一コマ一コマに懐かしさを感じたり、ふとした

発見に驚いてみたり。時には、本能と自制心の

バランスなんかについてまで考えてみたり。 

そんなふうに、様々な想像が膨らむ一冊です。 

読み終えたら、ちょっと歩こう…かな。 

 

大相撲以外のスポーツには興味も関心も知識も

なく、香川県とは何の縁もなかった能町さん。 

おふざけ半分の企画でサッカー観戦を始めたと

ころ、カマタマーレ讃岐と出会ってしまいます。 

それは、ちょうど香川県がうどん県に改名(？)

したあたりの、２年半の期間。香川を訪れるほ

どにうどんに洗脳されていき、うどんの出汁の

香りが漂う感じのカマタマーレ讃岐観戦記が出

来上がったもようです。 

もう大相撲専門に戻ったでしょうが能町さん、

きっと今も、時々はうどんと香川のことを思っ

てくれてるはず。 
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※ は休館日

年をとるのは素敵なこと…♪な実話
をもとに生まれた、今どきの 60 代～
90 代を綴った短編集。92 歳のシゲち
ゃんにできた 13 歳年下の彼氏は、コ
ロナ禍もせっせと弁当をお差し入れ。
だけど…。人生はいろいろ、最愛模様
もいろいろ。 

デビューから 30年の村山由佳が、12
の季節をめぐる記憶〈記憶の歳時記〉
から引き出された、ほんとうの想いを
明かしていきます。そこから紡ぎ出さ
れる掌編小説も加わった、村山由佳の
記念碑的エッセイをご堪能ください。 

実際と違う道路幅、正確じゃない標高
…地図って、じつは案外ざっくりだっ
た？いっけん不自然な表現になった
のには、意外な事情や隠されたメッセ
ージがあるという｡それを読み解く地
図の読み方･楽しみ方を紹介します｡ 

クリスマスイブ。世界中の子どもたち
にプレゼントを配りに行くとちゅう、
サンタさんとトナカイのルドルフが
寄り道しちゃったのは… 

なんとなんと｢ふざけんぼうの国｣？ 
あわてんぼうならぬ、ふざけんぼうの
サンタクロース♪  いったいどんな
クリスマスになっちゃうの～？？？ 

キツネとウサギは、春に生まれたので
雪を知りません。雪を見たいふたり
が、森の仲間たちに｢雪ってなあに？｣
とたずねてまわると…。動物たちから
もらった雪の手がかりは、なかなかユ
ニークなものばかり。さあて、ふたり
はちゃんと雪を見つけられるかな？ 

世界からも注目される｢和食｣文化。 

いざ説明、となると何だかあやふやに
なりませんか。食材や料理、マナーや
作法などの様々なコンテンツを豊富
なビジュアルでやさしく解説します。
全国の郷土料理もたっぷりご紹介。 


